
〇 地域の宅地化、商工業地化が急速に進展し、豪雨時における洪水到達時間の短
縮及び洪水時のピーク流出量の増加に伴う溢水氾濫により農地や住宅地等の湛水被
害が発生

〇 造成後50年を経過し、老朽化が進行した水路の改修を行うことで、流下能力を向上
させ、湛水被害を未然に防止し、都市近郊農業の経営安定化を図る
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鬼柳地区

【整備前】
豪雨の度に水路から溢水し、周辺農地や公共施設

への湛水被害が発生。

【整備後】
水路の改修に併せ、流下能力の向上が図られたことにより、豪雨時の湛水に

よる被害を未然に防ぎ、地域の安全を確保。

豪雨により溢水 冠水している主要道路老朽化した水門

基盤整備

湛水被害の未然防止と地域への貢献

○ 水路の改修により、高い防災・減災効果を発揮
し、平成30年度の台風24号豪雨災害においては、当
該地域の被害はゼロ。収穫期の農産物の被害を防止
するとともに、県民生活や物流経路の安全性を確
保。

○ 計画的に事業を実施し、早期に事業効果を発現す
ることにより、被害を未然に防ぐことが可能

農地等想定被害額 公共・一般資産被害想定額

【整備なし】

【整備あり】 0億円

農作物被害

約0.1億円

【整備なし】

【整備あり】

農地・農業用施設

約3.8億円
（1/20確率の豪雨を想定）

3.9億

0千万円

一般資産被害

約1千万円
公共土木施設被害

約4千万円

5千万

地域における避難経路の確保

○ 豪雨時においても緊急輸送道路に指定さ
れた主要道路が冠水することなく、合理的な
避難経路の確保が実現。

（改修後）

東名高速道路 東名高速道路

市役所市役所
物流拠点物流拠点

冠水による避難経路の喪失 避難経路の確保が実現

＜事業の効果>

国道２５５号
国道２５５号

取水門の更新

農地や公共施設の湛水被害を防止する農業用水路の改修
【神奈川県･小田原市】 かながわの水

排水路の断面拡幅 排水路の複線化による機能強化(主要道路の冠水防止に貢献)

土圧式推進工 呑口立坑吐口立坑

既設ボックス水路

土かぶり約８ｍ

推進管（直径2．6m)

国道255号線

気候変動対策


